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21世紀を担うリーダーの育成
○人間理解のできる生徒の育成

人間の強さや弱さ、尊厳を深く理解し、自分と異質のものの存在を認めながら共に関わり共に生きる共生の精神を持つ

生徒を育成する

○課題意識のある生徒の育成
知的好奇心、科学的探究心と課題解決能力を育て、自身や社会に常に課題意識を持つて自主的・積極的に学習し、自ら

の成長と社会への貢献を願 う生徒を育成する

○自己表現のできる生徒の育成
他人の意見に対しては素直に受け止め、自分の意見を論理的に明確に表明できるコミュニケーション能力を持った生徒

を育成する

(1)学力向上

ア 学びの質の向上と学びの集団づくり

(ア)LITE、 知識構成型ジグソー法などアクティブラーニングの実践によつて授業

改革を推進する

(イ)教科研修会、公開授業、授業アンケー ト、大学入試問題の研究等を通 して授業力

の向上を図る

(ウ)習 熟度別授業の工夫により生徒個々のレベルに応じた指導を充実させる

0 スクラム教育の推進により中学校での学習を踏まえた指導の充実を図る

イ 進路指導の充実

(ア)個別面談の充実を図 り、明確な進路意識を持ち自立した生徒を育成する

(イ)進 路打合せ会を充実させ情報の共有化を図 り、教職員の連携を深める

(ウ)進蕗指導部、学年団、各教科が一体となり、 3年間を見通した指導を行う

紛 各種講習、基礎セミナー等を計画的・効果的に実施する

ウ SSH指 定に向けた再度の取組みと生命科学コースの充実

紛 探究的な活動や学習の充実を図る

の 言語技術教育の推進を図る

(ウ)SSH指 定に向けて再度研究を進め、体制の構築を図る

(2)心の教育の推進と健康、体力の増進
ア 自主的 口白:律的態度の育成
ω 規範意識 (挨拶、服装、交通安全、時間を守る等)を高める

(イ)マナーやルールを守り、品格のある言動がとれるようにする

(ウ)生徒会・学級活動を充実させ生徒の自主・自立の心を育むとともに、身近な取組

みがら主権者意識を高める

0 環境教育(TEAS)の推進を図るとともに、新校合にふさわしい校内外の美化、整

理肇棟に努ゆる
イ 部活動の奨励

ω 部活動の活性化により体力や精神力の増進を図り、健全な心身を培 う

ウ 人権教育の推進
‐

ω さまざまな教育活動の中で人権尊重の意識を醸成する
工 生徒支援体制の充実

(ア)教職員間の連携と共通理解を深め、組織的な生徒支援を行 う

(イ)研修会等を通して教師としての力量の向上を図る

オ 価値観や生き方に関わるような体験的な学習の推進
(ア)異世代・異文化交流に積極的に取り組む

(イ)読書活動の充実を図る

(3)地域社会に開かれ、信頼される教育活動の展開            |
ア 学校評価の充実
イ PTA活 動の推進

ウ ホームページの充実と地域への発信
工 外部関係機関との連携の推進


